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特集

−無限の資源を利用して−

風のチカラ
—市政策推進課政策推進係 T26‐5704

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
深
刻
な
電
力
不
足
や
原
子
力

発
電
へ
の
不
安
な
ど
に
よ
り
、太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
の
期
待
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
風
力
発
電
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

が
少
な
く
、比
較
的
発
電
コ
ス
ト
が
低
い
こ
と
で
注
目
を

集
め
て
お
り
、
本
市
と
山
形
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
直
営
に

よ
る
風
力
発
電
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
計
画
に
至
っ
た
背
景
や
目
的
、
今
後
の
予
定

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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太陽光

風力

潮力 波力 バイオマス

2020年

電源

現状 2030年

87.7万
kW

太陽光

風力

9倍

13倍

6.5万
kW

57.0万
kW

その他

2020年

熱源

現状 2030年

13.8万kW

太陽熱

バイオマス熱
その他

11倍

15倍

0.9万kW

10.3万kW

目
指
す
べ
き
山
形
県
の
姿

特集 −無限の資源を利用して−

風のチカラ

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
気
や
ガ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
暖
房

用
の
灯
油
、
車
の
ガ
ソ
リ
ン
、
ま
た
農

作
物
や
工
業
製
品
も
、
生
産
の
過
程
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
日

本
は
原
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に

乏
し
い
中
、
安
定
的
な
資
源
調
達
が
可

能
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
く
、

莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
せ
る
原

子
力
発
電
が
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
山
形
県
で
は
、
震
災
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置

付
け
、
昨
年
３
月
、
国
に
先
駆
け
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
方
向
と
取
り

組
み
内
容
を
定
め
る
「
山
形
県
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成

24
年
度
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
元

年
」
と
し
て
、
戦
略
の
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
原
子
力
発

電
へ
の
依
存
度
合
い
を
徐
々
に
少
な
く

し
、
将
来
的
に
は
原
子
力
に
頼
ら
な
い

卒
原
発
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

　
戦
略
で
は
、
20
年
後
の
「
目
指
す
べ

き
山
形
県
の
姿
」
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
開
発
目
標
」
を
下
記
の
通
り
示
し

て
い
ま
す
。

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
基
地
化
】

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
導

入
し
、
県
内
外
へ
供
給
し
て
い
く

【
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
発
と
普
及
】

地
域
の
中
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分

散
配
置
し
、災
害
対
応
力
を
高
め
る

【
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
】

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
な

ど
を
通
じ
た
産
業
振
興
、
雇
用
創
出
な

ど
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
図
る

　
２
０
３
０
年
に
お
い
て
、
電
力
換
算

で
約
１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
発
電
能
力
、

原
発
１
基
分
に
相
当
）
の
新
た
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
発
を
目
指
す
。

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

伴
い
、
本
市
で
も
市
内
全
域
が
停
電
に

見
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給

不
足
が
続
く
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡

っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
将
来

に
わ
た
っ
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
原
子
力
発
電

は
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
れ
ば
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
、
大
き
な
危
険
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
現
状
と
課
題

山
形
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
発
目
標

（
電
源
と
熱
源
の
総
和
）

　太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱

その他の自然界に属する熱、バイオマスなどで、資源

が枯渇せず繰り返し使え、発電時や熱利用時に地球

温暖化の原因となる二酸化炭素をほとんど排出しない

クリーンなエネルギーです。

再生可能エネルギーとは

2030年の開発目標

101.5万kW
（概ね原子力発電所

1基分に相当）

【現状の13倍】

【現状の15倍】

◎電源87.7万kW

◎熱源13.8万kW

※動植物から生まれた有機性資源。稲わら、
食品廃棄物、家畜排せつ物、木くずなど。

※
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、

震
災
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
来
、

全
国
各
地
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
省
エ
ネ
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い

て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
で
は
、
昨
年
３
月
、
県
内
に

お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業

化
を
促
進
す
る
た
め
、
大
規
模
風
力
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
小
水
力
の
各
発
電
に

つ
い
て
導
入
適
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
風
力
発
電
の
適
地
と
し
て
は
、
左
図

の
通
り
県
内
11
か
所
が
抽
出
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
は
次
の
５
か
所
が
抽
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
適
地
は
、
風

況
、
地
形
な
ど
の
自
然
条
件
が
よ
い
場

Ｑ
　
風
車
は
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

に
な
る
の
？

Ａ
　
風
車
の
全
高
（
羽
根
を
含
め
た

高
さ
）
は
約
１
２
０
㍍
、
羽
根
の

中
心
ま
で
は
約
80
㍍
、
羽
根
の
半

径
は
約
40
㍍
程
度
で
す
。

Ｑ
　
ど
の
く
ら
い
発
電
す
る
の
？

Ａ
　
１
基
当
た
り
年
間
合
計
で
、
約

４
８
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
東
北
電
力
の
標
準

家
庭
の
年
間
電
力
消
費
量
か
ら
計

算
す
る
と
約
１
千
４
０
０
世
帯
分

に
相
当
し
ま
す
。

Ｑ
　
発
電
し
た
電
気
は
ど
う
な
る

の
？

Ａ
　
東
北
電
力
の
送
電
網
に
接
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
家

庭
用
や
業
務
用
の
電
気
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
電
力
供
給
に
も
役
立
ち
ま
す
。

Ｑ
　
砂
防
林
の
中
に
建
て
る
の
？

Ａ
　
建
設
地
は
砂
防
林
で
は
な
く
砂

防
林
よ
り
海
側
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
風
車
建
設
の
た
め
に
木
を
伐

採
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
風
車
の
騒
音
が
心
配
で
す

Ａ
　
騒
音
は
距
離
に
よ
っ
て
減
衰
し
、

騒
音
の
予
測
式
に
よ
る
と
５
０
０

㍍
離
れ
る
と
深
夜
の
市
街
地
や
図

書
館
並
み
の
約
40
デ
シ
ベ
ル
に
な

り
ま
す
。
住
宅
か
ら
一
定
の
距
離

を
置
い
て
風
車
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ
　
台
風
で
壊
れ
な
い
の
？

Ａ
　
風
車
は
建
築
基
準
法
で
超
高
層

ビ
ル
と
同
等
の
基
準
が
適
用
さ
れ

る
ほ
か
、
安
全
確
保
の
た
め
、
風

速
が
約
25
㍍
（
毎
秒
）
以
上
の
風

が
吹
く
と
自
動
的
に
停
止
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
て
、
壊
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
将
来
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
事
業
期
間
は
20
年
間
を
区
切
り

と
考
え
て
い
ま
す
。
20
年
後
に
撤

去
す
る
か
、
事
業
を
継
続
す
る
か

は
そ
の
時
代
の
情
勢
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
よ
っ
て
の
判
断
と
な
り

ま
す
が
、
撤
去
に
必
要
な
費
用
は

積
み
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ
　
沖
合
で
の
洋
上
風
力
発
電
は
で

き
な
い
の
？

Ａ
　
海
外
で
は
大
規
模
な
設
置
例
も

あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
は
建
設
費

用
、
稼
働
後
の
メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
実

用
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、

費
用
を
抑
え
る
た
め
の
技
術
開
発

や
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
風
車
の

研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

所
、
工
事
車
両
の
搬
入
用
道
路
の
整
備
、

規
制
緩
和
の
動
き
な
ど
も
想
定
し
抽
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
庄
内
沿
岸
部
（
図
の
適
地
１
、
酒
田

港
お
よ
び
沿
岸
部
）

②
最
上
川
河
口
南
部
（
図
の
適
地
３
、

砂
丘
上
の
畑
作
地
帯
）

③
日
向
川
河
口
部
（
図
の
適
地
４
、
水

田
地
帯
）

④
市
中
央
部
（
図
の
適
地
５
、
丘
陵
地

帯
）

⑤
最
上
川
沿
岸
部
（
図
の
適
地
７
、
庄

内
町
と
の
境
界
周
辺
）

　
本
市
で
は
、
直
営
で
風
力
発
電
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
適
地
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
、
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
７
月
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
を
、
一

定
の
期
間
お
よ
び
価
格
で
電
力
会
社
が

買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
）

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
自
然
資

源
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
活
用
し
て

い
く
考
え
の
も
と
、
こ
の
制
度
を
追
い

風
に
し
て
、
売
電
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

利
益
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
し

て
い
く
こ
と
も
自
ら
取
り
組
む
目
的
の

一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

背
　
景

目
　
的

風
力
発
電

Q
&
A

風
力
発
電
事
業

適地1

大規模風力発電の適地抽出結果

適地4庄内沿岸部

鶴岡沿岸部

小国地域

日向川河口部

最上川河口南部

適地5

適地7

適地3 適地6

適地11
適地8

適地10

抽出した適地エリア（市内は　　  ）

米沢地域
適地9

高畠地域
適地2

酒田市中央部

最上川沿岸部

庄内町中央部

庄内内陸部
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市
の
風
力
発
電
事
業
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
次
の
通
り
で
す
。

平
成
25
年
度
〜
26
年
度
／
環
境
影
響
評

価
調
査
、
設
計
、
地
盤
・
測
量
調
査

平
成
27
年
度
〜
／
建
設
工
事
、
運
転
開

始◆
関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
山
形
県
と
連
携
し
な
が
ら

風
力
発
電
事
業
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ

に
付
随
し
た
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
市
と
山

形
県
で
合
同
説
明
会
を
行
う
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
日
程
な
ど
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
本

紙
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
計
画
し
て
い
る
場
所
（
２
㌻
の

図
参
照
）
は
、
適
地
調
査
で
抽
出
さ
れ

た
５
か
所
の
う
ち
、
風
況
や
立
地
条
件
、

酒
田
市
風
力
発
電
施
設
建
設
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
、
高
い
事
業
可
能

性
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

場
所
／
十
里
塚
地
区
南
側
（
酒
田
市
）・

赤
川
河
口
北
側
（
山
形
県
）
の
沿
岸
部

発
電
規
模
／
本
市
・
山
形
県
企
業
局
そ

れ
ぞ
れ
６
千
９
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
２

千
３
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
風
車
×
３
基
）

方
式
／
﹇
蓄
電
池
等
併
設
型
﹈
出
力
変

動
緩
和
制
御
型
風
力

Ｑ
　
風
車
は
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ

に
な
る
の
？

Ａ
　
風
車
の
全
高
（
羽
根
を
含
め
た

高
さ
）
は
約
１
２
０
㍍
、
羽
根
の

中
心
ま
で
は
約
80
㍍
、
羽
根
の
半

径
は
約
40
㍍
程
度
で
す
。

Ｑ
　
ど
の
く
ら
い
発
電
す
る
の
？

Ａ
　
１
基
当
た
り
年
間
合
計
で
、
約

４
８
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
東
北
電
力
の
標
準

家
庭
の
年
間
電
力
消
費
量
か
ら
計

算
す
る
と
約
１
千
４
０
０
世
帯
分

に
相
当
し
ま
す
。

Ｑ
　
発
電
し
た
電
気
は
ど
う
な
る

の
？

Ａ
　
東
北
電
力
の
送
電
網
に
接
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
家

庭
用
や
業
務
用
の
電
気
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
電
力
供
給
に
も
役
立
ち
ま
す
。

Ｑ
　
砂
防
林
の
中
に
建
て
る
の
？

Ａ
　
建
設
地
は
砂
防
林
で
は
な
く
砂

防
林
よ
り
海
側
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
風
車
建
設
の
た
め
に
木
を
伐

採
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
風
車
の
騒
音
が
心
配
で
す

Ａ
　
騒
音
は
距
離
に
よ
っ
て
減
衰
し
、

騒
音
の
予
測
式
に
よ
る
と
５
０
０

㍍
離
れ
る
と
深
夜
の
市
街
地
や
図

書
館
並
み
の
約
40
デ
シ
ベ
ル
に
な

り
ま
す
。
住
宅
か
ら
一
定
の
距
離

を
置
い
て
風
車
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ
　
台
風
で
壊
れ
な
い
の
？

Ａ
　
風
車
は
建
築
基
準
法
で
超
高
層

ビ
ル
と
同
等
の
基
準
が
適
用
さ
れ

る
ほ
か
、
安
全
確
保
の
た
め
、
風

速
が
約
25
㍍
（
毎
秒
）
以
上
の
風

が
吹
く
と
自
動
的
に
停
止
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
て
、
壊
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
将
来
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
事
業
期
間
は
20
年
間
を
区
切
り

と
考
え
て
い
ま
す
。
20
年
後
に
撤

去
す
る
か
、
事
業
を
継
続
す
る
か

は
そ
の
時
代
の
情
勢
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
よ
っ
て
の
判
断
と
な
り

ま
す
が
、
撤
去
に
必
要
な
費
用
は

積
み
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ
　
沖
合
で
の
洋
上
風
力
発
電
は
で

き
な
い
の
？

Ａ
　
海
外
で
は
大
規
模
な
設
置
例
も

あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
は
建
設
費

用
、
稼
働
後
の
メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
実

用
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、

費
用
を
抑
え
る
た
め
の
技
術
開
発

や
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
風
車
の

研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

内
　
容

　環境影響評価（環境アセスメント）は、風力発電事業が低周波音域を
含めた騒音、動植物・生態系などの自然環境や景観にどのような影響を及
ぼすか調査を行い、その結果を公表して意見を聞き、それを踏まえて環境や
景観保全の観点からより良い事業計画を作り上げていくものです。
　現在、調査を行うに当たって、環境影響評価方法書（どのような調査項
目を、どのような方法で調査・予測・評価をしていくのかという計画書）に
ついて、国の定める「環境影響評価法」に基づく環境影響評価に準じた
内容で検討しています。取りまとめ後に方法書を公開し、市民の皆さんから
意見を募集します。期間や閲覧場所などは決まり次第、本紙および市ホー
ムページなどでお知らせします。

【環境影響評価の流れ】
①方法書の作成・公開、意見受付・集約、方法書の修正
　　↓
②調査の実施
　　↓
③評価書（②の結果を示すもの）原案の作成・公開、
意見受付・集約、評価書作成・公開

より良い事業にするために

環境影響評価（環境アセスメント）を実施します

特集 −無限の資源を利用して−

風のチカラ


